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山元町教育委員会に関する点検評価報告書 

 

Ⅰ はじめに 

１ 点検及び評価の趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第

２６条第１項の規定により、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管

理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作

成し、議会に提出するとともに、公表することとされています。 

山元町教育委員会では、今後の効果的な教育行政の推進及び町民への説明責

任を果たすことを目的として、教育委員会の事務の点検及び評価を実施し、そ

の結果を報告書としてまとめました。 

 

 ２ 点検及び評価に対する事務の対象 

 「山元町教育振興基本計画（アクションプラン）」に定める施策に関する事

務事業のうち、令和２年度において教育行政の推進上、重要な課題に係るもの

及び重点的、継続的な事業等（昨年度の事務事業において課題があるとされて

いるもので継続して評価すべき事業）その他点検評価を行うことが必要と認め

る事業を対象としました。 

 

３ 点検及び評価の実施方法 

点検及び評価については、対象事業ごとに必要性、効率性、公平性の観点か

ら教育委員会事務局内部による自己総合評価を行い、さらに点検評価の客観性

を確保するために教育に関する有識者の意見を聴取し、点検評価表を作成しま

した。令和２年度の山元町教育委員会が所管する事業の取り組み状況を総括す

るとともに、そこでの課題や、今後の方向性を示しつつ、学識経験者の意見を

付したうえで取りまとめを行うものとします。 

なお、結果を取りまとめた報告書については、山元町議会に提出するととも

に、公表するものとします。 

 

４ 評価結果の取扱い 

この点検評価結果については、評価の高い事業については、引き続き実施し 

評価の低い事業については、課題や問題の解決を行うと同時に事業の見直しに 

ついて検討し、翌年度以降における施策、事業の改善に役立てるものとします。 
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Ⅱ 山元町教育振興基本計画（平成 29年度～令和 3年度） 

 １ 基本方針 

復興から新しいまちづくりをめざす山元町の豊かな自然と風土の中で、家

庭及び地域の教育力を生かし、心豊かでたくましい人間形成を図るとともに

町民の生涯にわたる学習の充実を努める。 

 

英  知 

共  生 

健  康 

 

 
○  未来を生き抜く力の育成を目指す学校教育 

○ 生きがいをもち、支え合う地域社会をめざす社会教育 

○  健康・体力の向上をめざす生涯スポーツの振興 

 

２  計画の目標 

    本町教育が５年間で目指す姿の実現に向けて、具体的には、４つを「計画 

の目標」として取り組みます。 

 

   目標１ 夢と志を持ち、その実現に向けて自ら考え行動し、社会を生き抜く 

人間を育む。 

 

    目標２ 家庭・地域・学校の教育力の充実と連携の強化を図り、山元の豊か 

な教育資源を生かしながら、社会全体で子どもを守り育てる環境を 

つくる。 

 

    目標３ 次代を支える社会の一員として、歴史が培ってきた文化や規範を尊 

        重し、思いやりの心に富んだ人間を育むとともに他国の文化の理解 

を深める。 

 

    目標４ 生涯にわたり学び、互いに高め合い、充実した人生を送ることがで 

きる地域社会をつくる。 
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３  基本方向と基本施策 

    本計画では、目指す姿の実現を目指し、４つの計画目標のもと、７つの基本 

方向及び基本施策に取り組みます。 

 

基本方向１ 学ぶ力と自立する力の育成 

（１）「志教育」の推進 

 

（２）基礎的な学力の定着と活用する力の伸長 重点的事項① 

 

（３）学校間、幼稚園・保育所・小学校の連携促進 重点的事項② 

 

（４）時代の要請に応えた教育の推進 

 

（５）一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進 

 

基本方向２ 豊かな人間性や社会性、健やかな身体の育成 

（１）感性豊かでたくましい心を持つ子どもの育成と支援 重点的事項③ 

 

（２）健康な身体づくりと体力・運動能力の向上 重点的事項④ 

 

（３）食に関心を持ち、元気な子どもの育成 

 

（４）心身の健康を保つ学校保健の充実 

 

基本方向３ 信頼され魅力ある教育環境づくり 

（１）小・中学校再編による未来を拓く学校づくりの推進 重点的事項⑤ 

 

（２）「みのりプロジェクト」（学校教育充実事業）推進による学校教育の充実 

 重点的事項⑥ 

 

（３）豊かな学びを創造するコミュニティ・スクールの推進  
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（４）学習環境の整備充実と再編に伴う廃校となる校舎等の活用  

 

（５）子どもたちの学びに向き合う教職員を支援する働き方改革の推進 

 

基本方向４ 家庭・地域・学校が協働して子どもを育てる環境づくり 

（１）親の「学び」と「子育て」を支える環境づくり 

 

（２）地域と学校との協働による学校支援の仕組みづくり 重点的事項⑦ 

 

（３）子どもたちの体験活動の推進 重点的事項⑧ 

 

（４）家庭教育の充実 

 

基本方向５ 伝統・文化の尊重と国際理解を育む教育の推進 

（１）伝統・文化の尊重 

（２）国際理解を育む教育 重点的事項⑨ 

 

基本方向６ 生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動の推進 

（１）地域をつくる生涯学習・文化芸術の推進 

 

（２）文化財の保護と活用 

  

（３）生涯スポーツ社会の実現に向けた環境の充実 重点的事項⑩ 

 

基本方向７ 防災教育をとおした命を守る意識の高揚 

（１）防災教育の推進、充実 重点的事項⑪ 

 

（２）地域の自主防災訓練や町総合防災訓練への参加 

 

（３）震災遺構の活用 
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Ⅲ 点検及び評価の結果 

 １ 教育委員会の活動について 

山元町教育委員会は、山元町長が町議会の同意を得て任命した教育長及び４人

の委員により組織される合議制の執行機関であり、その権限に属する教育に関す

る事務を管理執行しています。 

平成２８年１０月１日からは、一部改正後の地教行法の規程に基づき、委員長

と教育長を一本化した新教育長が任命され、事務を執行しています。（新制度） 

教育委員会の会議は、毎月定例会を開催し（必要に応じて臨時会を開催しま

す。）、各種議案の審議などを行います。 

また、小・中学校や社会教育施設の実情等を把握するとともに、学校経営・授

業等に対し指導助言を行うため、学校や社会教育施設を訪問しています。 

 

（１）教育委員会委員 

①令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで 

職 名 氏  名 任     期 

教育長 菊 池 卓 郎 平成 28年 10月 1日～令和 4年 9月 30日 

教育長職務代理者 大 内 悦 夫 平成 24年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

委 員 齋 藤 房 江 平成 26年 10月 1日～令和 4年 3月 31日 

委 員 菅 野 正 彦 平成 29年  7月 1日～令和 3年 3月 31日 

委 員 古 泉 可 奈 平成 31年  4月 1日～令和 5年 3月 31日 

 

（２）定例会の開催について 

区 分 期 日 付議事件等（主な審議事項を掲載） 

第 1回定例会 令和 2年 4月 24日 ・報告案件のみ 

第 2回定例会 令和 2年 5月 25日 ①山元町奨学金貸与選考委員会委員の委嘱につ

いて 

②山元町教育支援委員会委員の委嘱について 

③山元町立学校給食運営審議会委員の委嘱につ

いて 

第 3回定例会 令和 2年 6月 24日 ①学校運営協議会規則について（新規） 

②山元町準要保護児童生徒等昼食費援助実施要

綱について（新規） 

③山元町奨学生緊急支援金給付事業実施要綱に

ついて 

④外国青年勤務成績評定要領の一部を改正する

訓令について 

第 4回定例会 令和 2年 7月 28日 ①令和３年度使用教科用図書採択の承認につい

て 

第 5回定例会 令和 2年 8月 26日 ①山元町立山元中学校の運動着について 
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第 6回定例会 令和 2年 9月 25日 ①新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対

策について 

②県費負担教職員の行政措置に関し議決を求め

ることに 

第 7回定例会 令和 2年 10月 23日 ①県費負担職員の行政措置に関し議決を求める

ことについて 

第 8回定例会 令和 2年 11月 25日 ①山元町教育委員会に関する点検評価報告書に

ついて 

第 9回定例会 令和 2年 12月 25日 ①職員の分限懲戒処分に関し議決を求めること

について 

②学校給食費の料金改定について 

第 10回定例会 令和 3年 1月 26日 ①学校における携帯電話の取扱い等に関する町

指導方針について 

②県費負担職員の行政措置に関し議決を求める

ことについて 

第 11回定例会 令和 3年 2月 12日 ①県費負担職員の人事について 

②令和３年度教育関係当初予算案に対する意見

聴取について 

③山元町学校給食費徴収規則について 

④山元町東日本大震災遺構条例の一部を改正す

る条例について 

⑤山元町東日本大震災遺構条例施行規則の一部

を改正する規則について 

⑥県費負担職員の行政措置に関し議決を求める

ことについて 

第 12回定例会 令和 3年 3月 29日 ①令和３年度山元町教育基本方針（案）について 

②山元町教育委員会処務規程の一部を改正する

訓令について 

③山元町立小学校及び中学校の通学区域に関す

る規則の一部を改正する規則について 

④山元町教育委員会公印規程の一部を改正する

訓令について 

⑤山元町指定文化財茶室等整備基本設計につい

て 

⑥山元町教育相談員の委嘱について 

⑦山元町スポーツ推進委員の委嘱について 

⑧山元町地域学校協働活動コーディネーターの

委嘱について 

⑨山元町社会教育指導員の委嘱について 
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（３）臨時会の開催について 

区 分 期 日 付議事件等（主な審議事項を掲載） 

第 1回臨時会 令和 2年 7月 8日 ①令和３年度使用教科用図書の採択計画書につ

いて 

第 2回臨時会 令和 3年 3月 19日 ①一般職員の人事について 

 

（４）山元町総合教育会議の開催について 

期    日 会 場 主  な  議  題  等 出席者 

令和 2年 5月 25日 山元町役

場大会議

室 

１ 新型コロナウイルス感染症対策に伴

う対応について 

２ 中学校再編準備の進捗状況について 

３ 指定文化財「茶室」等の今後の取組

について 

町長、教育

長、教育委

員４名 

令和 2年 10月 23日 山元町役

場大会議

室 

１ 新型コロナウイルス感染症対策に伴

う冬季休業日の短縮について 

２ 震災遺構中浜小学校の入館実績と今

後の取組の方向性等について 

３ 深山山麓少年の森拡張・改修事業の

概要について 

町長、教育

長、教育委

員３名 

    一部改正された地教行法の規程に基づき策定した山元町総合教育会議運営要綱

の規程に基づき、町長と教育委員で構成された総合教育会議が５月と１０月に開

催されました。 

 

 （５）教育委員の教育機関訪問 

期 日 訪問先 主な内容等 

令和 2年 6月 24日 山下第一小学校 

山下小学校 

山下第一小学校（給食試食）、山下小学校 

・学校経営方針等説明・授業参観 

・意見交換等 

令和 2年 8月 26日 震災遺構中浜小学校 ・施設の視察 

令和 2年 11月 25日 坂元中学校 

山下中学校 

坂元中学校（給食試食）、山下中学校 

・学校経営方針等説明・授業参観 

・意見交換等 

令和 2年 12月 25日 歴史民俗資料館 

文化財収蔵庫 

埋蔵文化財整理室 

勤労青少年ホーム 

中央公民館 

・現場説明・意見交換等 

令和 3年 1月 22日 坂元小学校 

山下第二小学校 

坂元小学校（給食試食）、山下第二小学校 

・学校経営方針等説明・授業参観 

・意見交換等 
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２ 教育関係経費決算の状況 

    令和２年度決算額は、教育費１４億１，１００万円、前年度比２２．６パーセ

ントの増加でした。 

    主な増減理由については、小学校費で坂元小学校の校舎改修工事及びＩＣＴ機

器整備事業による増加、中学校費でＩＣＴ機器整備事業による増加、幼稚園費で

幼児教育保育無償化に伴う幼稚園就園奨励費の減少、社会教育費で震災遺構保存

整備工事等完了による減少、町民グラウンド拡張・改修工事による増加、学校給

保健体育費で給食費の公会計化による増加となります。 

     

○目的別決算の状況                     (単位：千円) 

区  分 

令和２年度 令和元年度 

増減額 増減率 決算額 構成比 決算額 構成比 

（千円） （％） （千円） （％） 

教育総務費 158,047 11.2 120,960 10.5 37,087 30.7 

小学校費 400,165 28.4 230,774 20.0 169,391 73.4 

中学校費 228,697 16.2 170,980 14.9 57,717 33.8 

幼稚園費 1,452 0.1 10,167 0.9 △8,715 △85.7 

社会教育費 303,068 21.5 599,119 52.0 △296,051 △49.4 

保健体育費 319,575 22.6 19,020 1.7 300,555 1,580.2 

教育費 計 1,411,004 100.0 1,151,020 100.0 259,984 22.6 

 

○性質別決算の状況                     (単位：千円) 

 

 

 

 

区  分 

令和２年度 令和元年度 

増減額 増減率 決算額 構成比 決算額 構成比 

（千円） （％） （千円） （％） 

人件費 254,677 18.0 204,065 17.7 50,612 24.8 

物件費 555,825 39.4 285,512 24.8 270,313 94.7 

維持補修費 1,249 0.1 2,820 0.2 △1,571 △55.7 

扶助費 22,039 1.6 31,343 2.7 △9,304 △29.7 

補助費等 14,355 1.0 26,072 2.3 △11,717 △44.9 

普通建設事業費 559,742 39.7 596,204 51.8 △36,462 △6.1 

積立金 3,117 0.2 4,644 0.4 △1,527 △32.9 

貸付金 0 0.0 360 0.1 △360 △100.0 

教育費 計 1,411,004 100.0 1,151,020 100.0 259,984 22.6 
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３ 学校教育の充実 

（１）小・中学校児童生徒数等について（５月１日現在） 

    令和２年度児童生徒数は、６８４人で前年度より１０人の減少でした。 

○小学校 

 令和２年度 令和元年度 増 減 

学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 

１年生 ４ ７２ ５ ７３ △１ △１ 

２年生 ４ ７３ ４ ７０ ０ ３ 

３年生 ４ ６９ ４ ６３ ０ ６ 

４年生 ４ ６６ ４ ６８ ０ △２ 

５年生 ４ ６６ ４ ６９ ０ △３ 

６年生 ４ ７０ ４ ８５ ０ △１５ 

特別支援 ７ １３ ７ １２ ０ １ 

計 ３１ ４２９ ３２ ４４０ △１ △１１ 

 

○中学校 

 令和２年度 令和元年度 増 減 

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 

１年生 ３ ８６ ４ ９５ △１ △９ 

２年生 ３ ９６ ３ ６９ ０ ２７ 

３年生 ３ ６８ ３ ８４ ０ △１６ 

特別支援 ２ ５ ３ ６ △１ △１ 

計 １１ ２５５ １３ ２５４ △２ １ 

 

（２）就学援助事業 

  経済的理由によって就学困難な生徒の保護者や震災により被災した児童生徒

の保護者に対し、学校用品費等の援助を行うとともに、心身に障害のある生徒の

保護者に対する援助を実施し、就学の奨励を図ったものです。 

 

○要保護・準要保護就学援助事業                 （単位：円） 

   対象数・金額 

 

区 分 

小学校 中学校 

援助対象人数 援助額 援助対象人数 援助額 

学用品費 47 518,499 28 636,440 

新入学学用品費 

（うち前倒し支給） 

10 

（3） 

510,600 

（153,180） 

7 

（4） 

420,000 

（240,000） 

通学用品費 34 72,447 22 49,940 

校外活動費(宿泊有り) 9 27,695 5 31,050 

校外活動費(宿泊無し) 22 27,048 0 0 

修学旅行費 6 79,176 7 152,394 
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給食費 47 1,842,584 27 1,165,440 

医療券 0 0 0 0 

計 47 3,078,049 35 2,455,264 

 

○特別支援教育就学奨励事業                   （単位：円） 

   対象数・金額 

 

区 分 

小学校 中学校 

援助対象人数 援助額 援助対象人数 援助額 

学用品費 10 58,150 4 45,460 

新入学学用品 1 25,530 1 30,000 

通学用品費 9 10,215 3 3,405 

校外活動等参加費 7 7,895 1 3,105 

修学旅行費 2 12,936 1 10,576 

給食費 10 202,106 3 63,958 

計 10 316,832 4 156,504 

 

○被災児童就学奨励事業                     （単位：円） 

   対象数・金額 

 

区 分 

小学校 中学校 

援助対象人数 援助額 援助対象人数 援助額 

学用品費 44 511,720 27 613,710 

新入学学用品費 

（うち前倒し支給） 

9 

（6） 

486,360 

（333,180） 

8 

（0） 

480,000 

（0） 

通学用品費 37 83,990 11 24,970 

修学旅行費 11 162,458 7 148,071 

校外活動費(宿泊有り) 8 21,925 16 82,000 

校外活動費(宿泊無し) 15 15,192 0 0 

給食費 44 1,808,390 27 1,200,397 

医療費 1 410 0 0 

計 44 3,090,445 27 2,549,148 

 

（３）学校給食費補助事業 

  小・中学校に通学する２子以降の児童生徒の保護者に対し、学校給食費を補助

することにより、多子世帯の経済的負担を軽減し子育て支援を推進するものです。 

○学校給食費補助事業                      （単位：円） 

区  分 小学校 中学校 計 

対 象 者 151 20 171 

補助金額 5,591,692 885,125 6,476,817 

 

（４）中学校の再編準備について 

平成３０年１２月に策定した「山元町小・中学校再編方針」に基づき、令和３
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年４月の中学校再編に向け、山元町立中学校再編準備委員会を設置し、必要な事

項の調査及び検討を行いました。 

○再編準備委員会の概要 

会 議 開催日 主な協議事項 

全体会 令和 3 年 3 月 22 日 
・中学校再編に係るこれまでの経緯と委員会活

動について 等 

代表者会 
令和 2 年 8 月 7 日 

令和 2 年 11 月 19 日 

・検討部会で協議した内容について、準備委員

会としての案を決定 

校章・制服制定検

討部会 
令和 2 年 7 月 14 日 

・山元中学校の運動着を選定 

・山元中学校の通学カバン、上靴、ヘルメット

を選定 

運動着選定プロポ

ーザル 

令和 2 年 6 月 16 日 

令和 2 年 8 月 4 日 

・制服選定プレゼンテーション 

・制服選定プロポーザル 

校歌制定・ｽｸｰﾙﾊﾞ

ｽ導入検討部会 
令和 2 年 11 月 13 日 

・校歌制定の進捗状況の確認 

・ｽｸｰﾙﾊﾞｽの運行の具体について 

教育課程編成検討

部会 
随時開催 

・教育目標、重点事項の決定 

・教育課程編成（教育計画）の決定 

・各教科等年間指導計画の決定 

・部活動（設置部活動、方針）の決定 

・交流活動について 等 

規則・規約検討部

会 
随時開催 

・同窓会の規約、会費の決定 

・ＰＴＡの規約、会費の決定 

・山元中学校の学校徴収金の項目の決定 

・現中学校の備品整理について 等 

 

（５）学校教育充実事業（みのりプロジェクト） 

学校教育に係る現状の課題を踏まえ、今後の取り組みについての計画を策定し、

児童生徒が将来、夢や志を持って社会で生き抜いていけるよう、教育活動の充実

を図るため、講師に宮城教育大学学長特別補佐特任教授の野澤令照様を迎え推進

会議を開催しました。 

期  日 会 場 主な協議内容等 参加者 

令和 2年 6月 30日 山下地域交

流センター 

会議室５ 

１ 今年度の各部会の取組について 

２ コミュニティ・スクール推進状況

について 

３ 新中学校（山元中学校）の魅力あ

る学校づくりについて 

講師、小・中

学校長６名、

教育長、教育

総務課長等 

令和 2年 11月 27日 山下地域交

流センター 

文化研修ホ

みのりプロジェクト推進事業 学校教

育充実推進大会 

１ みのりプロジェクト推進事業につ

講師、町長、

副町長、議

員、教育委
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ール いて 

２ 各部会の活動報告 

３ 基調講演 

「コミュニティ・スクールで拓くまち

づくり」 

講師：宮城教育大学 

学長特別補佐特任教授 野澤 令照 様 

員、区長、学

校評議員、Ｐ

ＴＡ会長、幼

稚園、保育

所、連携大

学、小・中学

校長６名、教

育長、教育総

務課長等 

令和 2年 2月 2日 山元町役場 

第２会議室 

１ 各部会報告 

２ コミュニティ・スクール推進状況

について 

３ 山元町の教育推進について 

４ ２学期制の可能性について 

講師、小・中

学校長６名、

教育長、教育

総務課長等 

 

（６）山元町いじめ問題対策連絡協議会について 

いじめの防止等に関係する機関及び団体の連携その他いじめの防止等のため

の対策を推進するために必要な事項に関し、連絡及び協議を行うため、協議会（書

面）を開催しました。 

なお、令和２年度における山元町のいじめの認知件数等は以下のとおりです。 

 

○いじめ問題対策連絡協議会開催の概要 

期    日 会 場 主  な  議  題  等 

令和 3年 2月 18日 書面開催 １ 令和元・２年度いじめ認知状況について 

 

○山元町のいじめの認知件数            （令和３年３月３１日現在） 

学 校 名 
学 年 

計 
状 況 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 継続指導中 解 消 

坂 元 小 学 校 １ １ １    ３  ３ 

山 下 小 学 校      ２ ２  ２ 

山下第一小学校       ０   

山下第二小学校       ０   

坂 元 中 学 校 １   
 

１ １  

山 下 中 学 校    ０   

計 ２ １ １ ０ ０ ２ ６ １ ５ 

 

（７）子どもの心のケアハウス運営事業について 

   山元町立小中学校における不登校等の児童生徒及び保護者に対し、教育相談、

生活相談、学習支援等を通して、不登校児童生徒の自立及び学校生活への自発的

な復帰を促すことを目的とし、専任の担当職員を採用し令和元年度からケアハウ

スの運営を行いました。 
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 〇心のケアハウスへの通所者数等           （令和３年３月現在） 

通所者数 ４人  
通所者内訳 

小学生：０人 

中学１年生：男子０人、女子２人 

中学２年生：男子１人、女子１人 

中学３年生：男子０人、女子０人 

相談件数 １１５件  

開所日数 ２１４日  

 

（８）学校防災に係る震災遺構中浜小学校の視察研修の開催について 

   学校における防災意識の向上のため、小中学校の教職員等を対象とした、視察

研修会を７月１５日・１６日に開催し、教職員等約９０人が参加しました。 

 

（９）学力調査実施事業 

   町独自で学力調査を行うことにより、学力向上を目的とした詳細な指導計画の

策定や、日々の授業内容の改善を目的に実施しました。 

 〇実施状況 

項 目 小学校 中学校 

実施回数 年２回（１学期、３学期） 年２回（１学期、３学期） 

実施学年 
１年生～６年生 

（１年生は３学期のみ実施） 

１年生～３年生 

（３年生は１学期のみ実施） 

実施科目 国語、算数 国語、数学 

 

（１０）子ども見守り隊活動支援事業 

   町内 4小学校で結成されている子ども見守り隊に対し活動補助金を交付し、通

学時の児童生徒の安全確保を図りました。 

 

（１１）新型コロナウイルス感染症対策 

   新型コロナウイルス感染症対応地方臨時交付金を活用し、消毒液などの保健衛

生用品の購入や密閉、密集、密接を回避し、児童生徒・教職員等の感染症対策に

必要となる物品の購入を行いました。 

 

（１２）準要保護児童生徒等への昼食費援助事業 

新型コロナウイルス感染症の影響等による町立学校の臨時休業に伴い、本来負

担することがない昼食費について、準要保護者等の保護者１０８人に対し援助を

行いました。 

 

（１３）奨学生緊急支援金給付事業 

新型コロナウイルス感染症の影響等により、減収し経済的に困窮する奨学生５

８人に対し修学を援助するため緊急支援金の給付を行いました。 
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（１４）主な施設整備等の状況について 

① 小・中学校ＩＣＴ機器整備事業 

国が示す「ＧＩＧＡスクール構想」を踏まえ、創造性を育てる教育の実現に向

け、ＩＣＴ（情報通信技術）環境の整備を行いました。 

 〇整備状況（主なもの） 

区 分 

学校名 

学習者 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 

指導者 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 
電子黒板 

ﾓﾊﾞｲﾙ 

ﾙｰﾀｰ 

坂 元 小 学 校 88 12 10 33 

山 下 小 学 校 193 12 13 46 

山 下 第 一 小 学 校 61 8 9 22 

山 下 第 二 小 学 校 107 11 11 47 

山 下 中 学 校 265 27 14 71 

計 714 70 57 219 

 

（１５）学校給食の概要について 

    学校給食は、成長期にある児童生徒の心身の健全な発達のために、バランスの

とれた栄養豊かな食事を提供することにより、健康の増進、体位の向上を図るこ

とに加え、正しい食事のあり方や望ましい食習慣を身に着け、好ましい人間関係

を育てるなど多様で豊かな教育的なねらいを持っています。 

 一方、不規則な食事や偏った食事内容、さらに家庭環境の変化など見過ごすこ

とのできない問題等もみられることから様々な課題等にも対応してきました。 

 

 ① 給食回数 

    小学校 139回～163回 中学校 127回～164回 

※学校行事等の持ち方によって学校ごとに回数が異なります。 

 

 ② 給食の形態（完全給食） 

    米飯給食        週 4回（月、火、木、金） 

    パン給食（麺給食併用） 週 1回（水） 

 

 ③ 給食運営の負担区分 

    町費負担   給食施設の維持管理経費、人件費、消耗品費等 

    保護者負担  小学校 278円（児童 1人 1食あたりの食材費） 

           中学校 319円（生徒 1人 1食あたりの食材費） 

     給食の単価については、平成 26 年 2 月の学校給食運営審議会で議論された

結果、消費税率引き上げに伴う給食費の改定が行われ、平成 26 年度より小学

校は 8円、中学校は 9円増額しました。令和２年度は据え置きですが、令和３

年度からの改定に向け協議を行いました。 

 

 ④ 給食調理・給食運搬業務委託事業 

    ・給食調理業務委託事業の委託先は、シダックス大新東ヒューマンサービス株

式会社仙台営業所で契約期間は、平成２８年４月１日から令和元年７月３１日、
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その後、令和元年８月１日から令和３年３月３１日で、坂元中学校給食室で調

理業務を実施しています。 

     また、学校再編に伴う給食室の統合により、令和３年３月１日から令和６年

７月３１日で山下中学校給食室で調理業務を実施します。 

    ・給食運搬業務委託事業の委託先は、社会福祉法人山元町社会福祉協議会で契

約期間は、平成２８年４月１日から平成３１年３月３１日、その後、平成３１

年４月１日から令和３年３月３１日で、コンテナ車による配送を行っています。

配送先は、坂元中学校から坂元小学校へ、及び山下中学校から山下第一小学校

及び山下第二小学校です。 

 

⑤ 給食調理等職員数 

調 理 場 栄養士 栄養教諭 臨時栄養士 
給食従事員 

（含む臨時職員） 
計 備考 

坂元中学校 １名  １名  業務委託 ５名 ７名  

山下中学校  １名 １名       ６名 

派遣調理員 ２名 

１０名  

 

 ⑥ 特色ある事業 

    保健福祉課と農林水産課との共同で郷土料理（はらこめしづくり）体験事業を

小学校５年生を対象に全小学校で実施しています。 

山下第一小学校 令和２年１０月２２日 

１３名 

山下第二小学校 令和２年１０月２８日 

１１名 

山下小学校 令和２年１０月１１日 

３０名 

坂元小学校 令和２年１１月１０日 

１２名 

    ・実施に当たっては、宮城県漁業協同組合山元支部と山元町食生活改善推進員

協議会から食材の提供や調理等の指導の協力をいただいています。 

 

⑦ 食材の放射性物質検査について 

    食品放射能測定システムによるセシウム 134・137の検査を実施 

    平成２４年４月２５日より週２回、２種類の検査を実施しておりましたが、令

和元年１０月からは給食献立１食分（主食、牛乳を除く）の検査に変更しました。 

令和２年度は、延べ６５日検査を実施し、検査結果は、いずれも厚生労働省が

示す放射性セシウムの新基準値を下回るか不検出でした。 

 

 ⑧ 山元町立学校給食運営審議会の開催 

期    日 会 場 主  な  議  題  等 備 考 

令和 2年 12月 17日 中央公民館 

会議室 

１ 学校給食食物アレルギー対応方針（案）

について 

２ 学校給食費の改定（案）について 

 

令和 3年 2月 25日 山元町役場 

大会議室 

１ 令和２年度学校給食運営について 

２ 令和３年度学校給食運営について 
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４ 生涯学習の推進 

平成２９年３月に策定した、山元町教育基本計画アクションプランに基づき、社会教

育の活動推進、地域文化の保護と活用、並びに社会体育と生涯スポーツの振興を重点施

策とし、併せて地域コミュニティの再構築を目的とした協働教育を推進するなど、住民

主体による家庭、地域、学校等が一体となった協働によるまちづくりに取り組みました。 

また、さらなる協働教育の連携強化を図るため、協働教育コーディネーターを引き続

き配置し、事業を推進するとともに、住民や各種社会教育団体の生涯学習意欲の高まり

に応えるため、生涯学習施設・社会体育施設の維持管理・利用調整等を行い、活動の支

援を行いました。 

 

⑴  家庭・地域・学校が協働して子どもを育てる環境づくり 

① 親の「学び」と「子育て」を支える環境づくり 

    子育てに関するスキルの向上を図るため、子育て期間中の親と、支援を行う関

係諸団体等に対し、有益な情報や学習機会を提供しました。 

ア 子育てサポーターの養成 

 

イ 家庭教育支援チームの活動支援 

№ 情 報 紙 名 会 員(名) 活動等 

1 家庭教育支援チーム「つばめ」 31 

毎月定例会（スタッフ会議、

情報誌発行（年 6回 各回 700

部）、家庭教育学級等支援 

 

ウ 子育てサークルの活動支援 

    こどもセンターを主な活動の場とし、活動及び運営の補助を行いました。 

№ 団 体 名 内 容 活動日等 

1 育児サークル「なかよし会」 親子共同保育 毎週木曜日 10家族  

 

 

№ 事 業 名 
日 程 

期 間 
回数 参加者数(名) 備  考 

1 

子育てサポーター・ 

リーダーネットワーク

研修会 

7/13 1 1 

主催： 

宮城県教育委員会 

（みやぎらしい家庭教育

支援基盤形成事業） 

2 県地域指導者養成講座 
10/29 

～3/31 
1 

各自期間中に

動画を視聴 

主催： 

宮城県教育委員会 

3 
家庭教育支援チーム 

「つばめ」研修会 
11/5 1 25 

「いのちの教室」 

講師： 

マミーぱいぱい 

岩佐あけみ氏 
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② 地域と学校との協働による学校支援の仕組みづくり 

ア 地域学校協働本部の設置 

地域学校協働本部の設置要綱及び山元町地域学校協働活動コーディネーター

等設置要綱を平成３０年３月に告示し、平成３０年６月に３名のコーディネータ

ーを委嘱し、令和元年度にはさらに 1名のコーディネーターを増員し、現在４名

で活動しています。平成３０年度は本部の組織化と運営等について打合せ等を行

いました。 ※要綱、平成３０年４月１日施行 

 

イ 地域人材を活用した学校教育活動の支援 

小中学校の要望に応じて、協働教育コーディネーターを通じ、スポーツ推進

委員や指導者、安全見守りボランティアの情報提供及び連絡調整を行い、協働

教育の充実を図りました。 

 

   ウ 学校支援教育 

№ 学校名 学年 時期 内 容 備  考 

1 山下小 

全 10/16 持久走大会安全見守り 
統括コーディネーター1名 

生涯学習課 2名 

5 通年 金管バンド指導 講師１名 

全 9月～ 見守り活動 ボランティア 27名 

全 通年 読み聞かせボランティア 6名（年 10回） 

2 山一小 

5･6 9月 合唱指導 講師１名 

全 通年 読み聞かせボランティア 6名（年 10回） 

全 10月～ 見守り活動 ボランティア 23名 

3 山二小 
全 通年 読み聞かせボランティア 8名（年 10回） 

全 通年 見守り活動 ボランティア 67名 

4 坂元小 

3 6月～ りんごの学習指導 指導者 1名（年 5回） 

5 6月～ いちごの学習指導 指導者 1名（年４回） 

全 通年 読み聞かせボランティア 7名（年 10回） 

全 通年 見守り活動 ボランティア 40名 

5 山下中 

2 10/15 
職業講話 

（事業所調整等） 

協力事業所講師 13名 

統括コーディネーター1名 

地域コーディネーター１名 

職員 1名 

1 11/8 「命の教室」活動補助 
ボランティア 10名 

職員 1名 

1 11/13 防災グッズ作り 指導者 1名 

1 
12/4・

11 
ミシン活動補助 

ボランティア 15名 

統括コーディネーター1名 

職員 2名 

6 坂元中 2 
9/9 

～10 

職業講話 

（事業所調整等） 

協力事業所講師 4名 

職員 2名 
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エ 放課後子ども教室活動の充実 

№ 事 業 名 期 間 回 数 登録者数(名) 備  考 

1 
はまっこキッズ 

（坂元小対象） 

10/2 

～ 

3/12 
19 

28 

(延べ 468) 

会場： 

坂元小学校 

スタッフ数 10名 

（延べ 101名） 

2 

みやまっこクラブ 

（山下小・山一小・

山二小対象） 

10/12 

～ 

3/8 
16 

13 

(延べ 175) 

会場： 

山下第一小学校 

スタッフ数 10名 

（延べ 81名） 

 

③ 子どもたちの体験活動の推進 

   ア 地域の教育資源（ヒト・モノ）を活用した世代間交流事業（やまもと楽校等）

の実施 

№ 事 業 名 期 間 回 数 参加者数（名） 備  考 

1 

ジュニア・リーダー 

初級研修会 

（小 6～高 2対象） 

3/20 

～21 
1  7 

会場： 

ひだまりホール 

2 
地域教育資源活性化事業 

「やまもと楽校」 
8月 中止※ 

協力： 

町内ボランティア 

3 
青年活動活性化事業 

「ロビーミニコンサート」 

1月 

2月 
中止※  

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため 

 

   イ 社会教育関係団体等育成のための補助金 

№ 団体名称 金額（円） 備 考 

1 なかよし会 13,000 10家族 10名 

2 山元町青少年育成推進協議会 70,000 12名 

3 山元ボランティアサークル虹 21,000 34名（中 13、高 21） 

4 山元町文化協会 300,000 300名（32団体） 

5 山元町老人クラブ連合会 309,000 197名 

6 各単位老人クラブ（4団体） 233,500 27,000円＋会員数×500円 

 

   ウ 社会教育関係団体等育成のための事業参加負担金の助成 

№ 団体名称 備 考 

1 ジュニア・リーダー上級研修会 中止※ 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため 
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エ 姉妹・友好都市シニアリーダー研修・交流会参加者に対する助成 

№ 事 業 名 期 間 回数 参加者数 備 考 

1 

第 24回姉妹・歴史友好都市 

シニアリーダー研修・交流会 

（会場：柴田町） 

7/28

～30 
中止※ 

主催： 

柴田町 

共催： 

伊達市・新地町・ 

亘理町・山元町 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため 

 

④ 家庭教育の充実 

ア 家庭教育学級・幼児学級の開催 

№ 事 業 名 期 間 回 数 参加者数 備  考 

1 家庭教育学級・幼児学級 

9/9 

～ 

2/5 

8 

延べ 

176家庭 

(358名) 

・各小学校で 2回開催 

・1 回目：校長による学

校の取組や入学まで

の心構え等を講話 

・2 回目：入学説明会

を含めて開催 

 

イ 家庭教育講座の開催 

№ 事 業 名 期 間 回 数 参加者数 備  考 

1 

ちびっこひろば 
「きらり☆」 
（乳幼児・幼児と 
保護者対象） 

7/16 
～ 
2/18 

6 
延べ 

58家庭 

（124名） 

町内生涯学習施設

等で開催 

 

⑵ 生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動の推進 

①  地域をつくる生涯学習・文化芸術の推進 

ア 町広報誌やホームページ等を通じ、関係機関・団体等が開催する展示会や発

表会の情報を提供する。 

№ 事 業 名 期 間 回 数 参加者数 備  考 

1 第 44回町民文化祭 11月 中止※ 
主催： 

山元町文化協会 

2 第 24回文化推進事業 11月 中止※ 
主催： 

山元町文化協会 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため 
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イ 国や県の事業（巡回小劇場等）を積極的に活用しました。 

№ 事 業 名 日 程 回数 参加者数

（人） 

備  考 

１ 

宮城県巡回小劇場 

「Ｌet's SWING!!ブラックボトム

ブラスバンド演奏会」 

（山下中・坂元中） 

10/30 1 約 300名 

主催： 

宮城県教育委員会 

山元町教育委員会 

 

②  文化財の保護と活用 

 

ア 文化財保護委員 5名を委嘱し、町文化財等に関する答申を行いました。 

・文化財保護委員会 開催回数 2回 

 

   イ 指定文化財茶室等整備・活用検討委員会 

     検討委員 6名を委嘱し、町指定文化財茶室・蓑首城大手門・板倉等整備基本

計画に係る検討を実施しました。 

  ・指定文化財茶室等整備・活用検討委員会の開催 3回 

 

ウ 埋蔵文化財の保護（復興交付金関係） 

     東日本大震災に伴う復興事業に関連して実施された発掘調査において出土

した金属製品や土器をはじめとする多数の遺物の保管先である収蔵庫建設の

建設工事を実施しました。 

 

・埋蔵文化財収蔵庫建設工事 

○請負者 ㈱阿部工務店  

○期 間 令和元年 8月 31日から令和 2年 3月 25日まで※ 

○契約額 101,431,000円 

○完 成 令和 2年 11月 20日 

   ※施工不良に伴う手直し工事の申出があり、年度内完了の見通しが立たな

かったため、明許繰越措置としました。 

 

・埋蔵文化財収蔵庫建設工事監理業務 

○請負者 ㈱群建築設計事務所  

○期 間 令和元年 10月 5日から令和 2年 3月 25日まで※ 

○契約額 2,089,000円 

○完 成 令和 2年 12月 3日 

※施工不良に伴う手直し工事の申出があり、年度内完了の見通しが立たな

かったため、明許繰越措置としました。 
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エ 埋蔵文化財の整理業務実施遺跡一覧 

№ 遺跡名 行政区 調査原因 業務内容 備考 

1 合戦原遺跡 合戦原区 
防災集団 

移転等 
出土品の整理 

復興交付金事

業 

2 戸花山遺跡 町区 
町道新浜諏訪

原線改良工事 
出土品の整理 町事業 

※２については、建設課予算にて対応 

 

オ 埋蔵文化財の現地発掘調査実施箇所一覧 

№ 遺跡名 行政区 調査原因 調査内容 調査時期 備考 

1 合戦原遺跡 合戦原 
グラウンド 

拡張工事 
確認調査 4月 

町 

事業 

2 戸花山遺跡 町区 
町道新浜諏訪

原線改良工事 
本発掘調査 5～9月 

町 

事業 

3 山寺館跡 山寺 町道拡張 本発掘調査 10月 
町 
事業 

4 
一之沢遺跡 

隣接地 
上平 

太陽光発電 

設備設置 
確認調査 10月 

民間 
事業 

5 合戦原 B遺跡 合戦原 個人住宅 確認調査 11～1月 
民間 
事業 

6 蓑首城跡 下郷 
太陽光発電 

設備設置 
確認調査 3月 

民間 
事業 

※２・３については、建設課予算にて対応 

 

カ 町指定文化財 

「茶室」・「蓑首城大手門」・「板倉」等を中心とした町指定文化財及びその周辺

の整備基本設計を業務委託により実施しました。 

 

・山元町指定文化財茶室等整備基本設計業務 

○請負者 ㈱氏家建築設計事務所  

○期 間 令和 2年 6月 24日から令和 3年 3月 23日まで 

○契約額 7,480,000円 

 

   キ 有形文化財（絵図）の修復 

下郷区の個人宅で発見され、町に寄贈された江戸時代坂本城に関する絵図の修

復を業務委託により実施しました。 

 

・亘理郡坂本要害屋敷惣絵図等修復業務（2鋪） 

○請負者 ㈱修護 

○期 間 令和 2年 8月 14日から令和 3年 8月 31日まで 

○契約額 3,099,200円 

※新型コロナウイルス感染拡大による修復時間の確保のため、期間を延長
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し、令和 3年度に明許繰越措置としました。 

 

ク 文化財包蔵地の環境整備 

町内の遺跡に設置している標識について、経年劣化により更新が必要な標柱の

建て替えや、町指定文化財茶室・大條氏御廟・中島館跡の草刈り等を実施し、環

境整備に努めました。 

・文化財標柱の更新等 

№ 場  所 内  容 備  考 

1 狐塚遺跡（町）、的場遺跡（山寺） 文化財標柱設置 ２基 

 

ケ 文化財行政団体への参画及び負担 

№ 団体名称 金額（円） 

1 宮城県史跡整備市町村協議会 4,500 

 

コ 団体への補助金の交付 

№ 団体名称 金額（円） 

1 坂元神楽保存会 10,000 

2 坂元おけさ保存会 10,000 

 

③  生涯スポーツ社会の実現に向けた環境の充実 

ア 町民グラウンド拡張・改修事業 

町民のスポーツ活動の拠点として一層のスポーツの普及振興を図るため、利

用団体と意見交換を行いながら、これまで実施設計等を段階的に進めてきまし

た。令和２年度は、工事費に充当するためスポーツ振興くじ助成金を獲得した

上で、拡張・改修工事を行い、機能拡張と利便性向上を図るとともに、老朽化

した施設を一新し、事業完了としました。 

 

イ 事業実施状況 

№ 事 業 名 
日 程 

期 間 
回数 参加者数 備  考 

1 
トレーニング器具 
取扱い講習会 

1/24 
～ 
2/9 

2 6人 
会 場：体育文化センター 
指導者：スポーツ推進委員 

2 
宮城ヘルシー２０２０ 
ふるさとスポーツ祭 
仙台管内大会 

8/30 中止※ 
会場：県総合運動公園 
主催：県・県教育委員会ほか 

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため 

 

ウ スポーツ競技者及び団体等への支援体制の整備 

スポーツ団体への助成を行い、広くスポーツの推進を図るとともに、全国大会

等へ出場する選手（団体・個人）に対し賞賜金を交付し、スポーツの振興を推進

しました。 
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    ・補助金の交付状況等 

№ 団体名称等 金額（円） 備  考 

1 
山元町体育協会・山元町スポーツ
少年団 
（山元町スポーツ団体補助金） 

843,000 
体協団体  6団体 
スポ少団体 4団体 

2 山元町スポーツ少年団 300,000 オオツボスポーツ寄付分 

3 
各行政区 
（地域スポーツ・レクリェーショ
ン補助金） 

40,000 ＠10,000×4行政区 

 

・賞賜金の交付状況 

 

 

 

 

 

 

エ パークゴルフ場整備事業 

     交流人口拡大と健康増進や賑わい創出の場として整備が検討されているパ

ークゴルフ場整備事業について、平成３０年度から令和元年度にかけて事業可

能性調査を行い、引き続き行った追加調査により国道６号沿いの最有力候補地

を選定しました。 

町議会より更なる効果拡大を担う施設整備として、パークゴルフ場以外の複

合施設を検討すべきとの意見から、令和２年度には庁内全体調整として企画財

政課が主導することとなり、教育委員会では補助的な立場として、これまでの

経緯等について助言しています。 

 

④ 施設の利用状況 

ア 社会教育施設の利用状況 

№ 施設名 利用者数(人) 
前年度 

利用者数（人） 

1 中央公民館 16,429 18,542 

2 勤労青少年ホーム 5,884 7,273 

3 山下地域交流センター 28,584 70,586 

4 
坂元地域交流センター 

（坂元公民館） 
13,789 20,958 

5 深山山麓少年の森 18,826 16,202 

6 歴史民俗資料館 827 1,751 

7 ふるさと伝承館 1,882 4,424 

8 震災遺構中浜小学校 15,354       ― 

 

 区分 件数 金額（円） 備  考 

個人 

全国大会

出場 
4件 40,000 

野球       3件（3人） 

柔道       1件（1人） 

東北大会

出場 
1件 5,000 柔道       1件（1人） 
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イ 社会体育施設の利用状況 

№ 施設名 利用者数(人) 
前年度 

利用者数（人） 

1 
体育文化センター 

（武道館を含む） 
7,376 14,525 

2 町民グラウンド 656   3,872 

3 山寺深山グラウンド 2,345   1,931 

4 真庭グラウンド 207   1,468 

 

⑶ 防災教育を通した命を守る意識の高揚 

①  震災遺構の活用 

ア 震災遺構としての整備・保存【旧中浜小学校震災遺構保存整備事業】 

    東日本大震災の脅威・教訓を風化させることなく伝承し、防災・減災の意識を

向上させるため、震災により被災した中浜小学校を震災遺構として保存整備し、

令和２年９月２６日に内部公開を伴う施設として一般公開を開始しました。 

    ２０２０年度のグッドデザイン・ベスト１００、特別賞となるグッドフォーカ

ス賞（防災・復興デザイン）をダブル受賞するなど見学体験の工夫が高く評価さ

れ、令和２年度末の入館者数は１５，３５４人（日平均９８人）、全体の３割弱が

県外から訪れています。 

  

【関連業務】 

・令和２年度 震災遺構中浜小学校建具修繕業務 

     受 注 者：仙建工業株式会社 

     業務期間：令和 2年 8月 8日から令和 2年 9月 18日 

  契 約 額：478,500円 

 

・令和２年度 震災遺構中浜小学校広報用映像制作業務委託 

     受 注 者：一般社団法人ＳＳＤ 

     業務期間：令和 2年 2月 6日から令和 3年 3月 26日 

  契 約 額：293,700円 

 

・震災遺構語りべガイド報償費 381,000円 

     備  考：「やまもと語りべの会」と締結した震災伝承活動に関する協定書に

基づく語りべガイド報償費 

 

【参考：歳入】 

№ 事業名  金額（円） 

１ 震災遺構中浜小学校観覧料 4,664,700 

2 〃 ガイドブック売上  423,200 

合 計 5,087,900 
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Ⅳ 学識経験者の意見書 

 

はじめに 

  コロナ禍の中，本年３月１１日にあの東日本大震災から丸１０年を迎えました。 

本資料を作成するにあたって，２０２１年広報「やまもと」３月号を読み，「山元町復興の歩み」

を改めて振り返りました。山元町のこの１０年は，正に町民の皆さんが一丸となり，～「チーム山

元」心をひとつに～ を合言葉に震災からの復旧・復興に努め続けてきた歳月だったことを実感い

たしました。そのご苦労とご努力に心から敬意を表します。 

山元町教育委員会においても教育の復旧・復興を力強く進め，これからの教育の方向性を「山元

町教育振興基本計画（アクションプラン）」としてまとめました。 

コロナ禍の中での教育行政推進を余儀なくされた状況の令和２年度にあっても，夢や志をもち，

その実現に向けて自ら学び，自ら行動し，たくましく社会を生き抜く児童生徒を育成することを目

指し，各学校及び関係諸機関・団体と連携してその課題解決に向けて日々取り組まれている様子が

強くうかがえました。 

  今回，山元町教育委員会の令和２年度事業について，意見を申し述べる機会を頂戴しましたので 

 以下に気付いた点を記させていただきます。 

 

１ 教育委員会の活動について 

  定例会は予定通り開催され，各会の付議事件等からは生涯学習社会における山元町の教育のさら

なる充実を目指して審議がなされたものと推察します。臨時会についても，適時に開催されたもの

と推察します。２回開催された総合教育会議についても，喫緊の対応課題である新型コロナウイル

ス感染症対策等が中心の議題として取り上げられており，会議が十分機能していることがうかがえ

ます。 

  実情の把握と必要な指導助言を行うためになされている教育委員の教育機関訪問については，コ

ロナ禍における施設運営や学校経営について課題を共有し，その対応を考える上で例年以上に有効

であったと考えます。各施設・学校について年度１回の訪問になっていますが，特に学校について

は学校経営の評価を「児童生徒の成長」という実際の姿から行うという観点から，可能であれば年

度２回の訪問とすることをご検討いただきたいと考えます。 

 

２ 教育関係経費決算の状況について 

  教育費の前年度比２２．６％の増加については，主な増加理由である２点について大きな意義が

あると考えます。一つ目の理由である「学校給食費の公会計化」については，学校の多忙化解消に

向けた業務改善に大きな役割を果たすことに意義を見い出すことができます。二つ目の「坂元小学

校の校舎改修工事」については，「地域の核」としての学校に対する住民の期待がさらに膨らむこと

が期待できます。 

 

３ 学校教育の充実について 

 （１）小・中学校児童生徒数等について 

中学校については，坂元中学校と山下中学校の再編により令和３年４月１日に新生「山元中

学校」が開校しますが，学級編制上１学級当たりの生徒数が増加することが予想されます。再

編に伴う加配措置はなされると思いますが，教育委員会としての具体的な対応についてもまと

めておく必要があると考えます。 
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 （２）就学援助事業 

    いわゆる経済面での「教育格差」の解消につながる援助・支援事業が手厚くなされていると

考えます。援助対象人数が，例えば「要保護・準要保護就学支援事業」においては小学校，中

学校共に約１０％という割合になっていますが，本事業の成果を検証する観点から，その経年

変化や他市町村との比較データなども記載することを検討していただきたいと考えます。 

 

 （３）学校給食費補助事業 

多子世帯の経済的負担を軽減し，子育て支援を推進するという事業であり，高く評価できま

す。子育て世代の山元町への移住増加などにも結び付く事業であると考えます。 

 

（４）中学校の再編準備について 

坂元中学校と山下中学校の生徒，保護者，教職員と丁寧に合意形成を図りながら，そしてそ

の経過を広く町民に知らせながら再編準備を進められたことがよく分かり，再編準備委員会の

果たした役割の大きさと効果的に機能したことがうかがえます。 

 

（５）学校教育充実事業（みのりプロジェクト）について 

   ２０１７年に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正されたことに伴い，教育

委員会は公立学校をコミュニティ・スクール（学校運営協議会を設置した学校）化することが

努力義務となりました。コミュニティ・スクールは，「地域とともにある学校」を実現する上で

大きな役割を果たすことから，山元町教育委員会においてもコミュニティ・スクールの導入に

向けて，会議や研修が重ねられていることに大きな意義を感じます。 

   宮城県内の他市町村においても導入されている「２学期制」については，導入の目的，地域

の実態，児童生徒の成長の見取りの在り方，「２学期制」導入のメリット・デメリットなどをさ

らに時間をかけて検討することが必要であると考えます。 

 

（６）山元町いじめ問題対策連絡協議会について 

   連絡協議会が適切に運営され，機能していることがうかがえます。令和２年度のいじめ認知

件数６件中，継続指導中の１件が解消されることを望みます。 

特に児童生徒数が少なく，単学級などの場合には児童生徒の人間関係は固定されがちですの

で，いじめの未然防止・早期発見のための指導上の配慮と工夫，保護者や地域への啓発が一層

求められると考えます。  

また，日本全国で深刻ないじめ事案が発生していることや，インターネットやＳＮＳなどに

よるいじめも増加していることから，山元町及び各学校の「いじめ防止対策基本方針」の不断

の見直しが必要であると考えます。 

 

 （７）子どもの心のケアハウス運営事業について 

    年度内に２１４日開所して４名の中学生を受け入れていること，相談件数が１１５件に上っ

ていることなどから，各学校とケアハウスの連携が十分になされて機能していることがうかが

えます。 

同時期に開所した名取市の心のケアハウスは開所以来，山元町教育委員会が連携協定を締結

している尚絅学院大学の学生がボランティアとしてかかわり，専任の担当職員の指導の下に活

動し効果を上げています。山元町の心のケアハウスにおいても，必要に応じて学生ボランティ

アの導入を検討してもよいかと考えます。 
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 （８）学校防災に係る震災遺構中浜小学校の視察研修の開催について 

    震災遺構中浜小学校は，宮城県内外から注目を集めています。震災の記憶の風化が懸念され

る中，震災遺構を活用した防災学習は益々重要性を増すことから，教職員等の意識を高める研

修会の実施は有効であったと考えます。継続と発展を期待します。 

 

 （９）学力調査実施事業について 

    調査結果を受けた授業改善，児童生徒の学び方の指導，評価の工夫・改善などに積極的に取

り組み，平成２９年告示の学習指導要領の趣旨が具現化され，児童生徒の学力向上が一層図ら

れることを期待します。 

 

 （10）子ども見守り隊活動支援事業について 

    不審者の出没，登下校時の悲惨な交通事故などが各地で起きている状況の中で，児童の安全

確保に地域と一体となって取り組むことは，今後も重視されるべきだと考えます。見守り隊の

活動と共に，家庭や学校においても児童に対しても生活安全，交通安全，災害安全について繰

り返し指導することが今後も求められると考えます。 

 

（11）新型コロナウイルス感染症対策について 

町長部局との連携の下に，大変適切になされていると考えます。 

 

（12）準要保護児童生徒等への昼食費援助事業について 

大変適切な事業展開であると考えます。 

 

（13）奨学生緊急支援事業について 

大変適切な事業展開であると考えます。 

 

（14）主な施設設備等の状況について 

①小・中学校ＩＣＴ機器整備事業について 

     災害や感染症等の発生により学校が臨時休業の措置を取らざるを得ない状況になっても，

「学びの保障」ができる環境を整えるという点で高く評価できます。教員対象の研修会も重

ね，ＩＣＴ教育の充実がさらに図られることにも期待します。 

 

 （15）学校給食の概要について 

    家庭と連携した各校における食育の充実，栄養教諭や栄養士の活用，郷土料理（はらこめし

づくり）体験事業の継続などにより，学校給食が児童生徒にとってさらに魅力あるものとなる

ことを期待します。 

令和３年度からの給食費の改定に向けた協議が開始されていますが，保護者への丁寧な説明

を望みます。 

 

４ 生涯学習の推進 

いずれの項目も，「山元町教育基本計画アクションプラン」に基づいて計画・実践されており，住

民主体による家庭・地域・学校などが一体となった協働による「まちづくり」という理念・方向性

が明確です。乳幼児から高齢者までのすべての世代を対象とした，適時適切な事業が計画されてい

ます。コロナ禍にあって，施設利用の制限，各種事業・行事の中止等に踏み切らざるを得ない状況
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の中，工夫・改善しながら生涯学習の推進に向けて努力を継続されたことがうかがえます。状況が

収まり次第，さらなる充実した事業展開がなされることを期待いたします。 

（１）－②「地域と学校との協働による学校支援の仕組みづくり」については，地域学校協働本

部の設置と地域学校協働活動コーディネーターの委嘱，地域人材の積極的な活用がなされており，

高く評価できます。「地域とともにある学校」づくり，「社会に開かれた教育課程」の展開が強く求

められる中で，こうした地域と学校との協働は「コミュニティ・スクール」の導入とともに非常に

重要な取り組みであることから，今後の活動に大いに期待できます。 

（３）－①「震災遺構の活用」については，東日本大震災の被災地の役割として，防災教育の重

要性と震災の記憶の伝承について今後も全国に発信することは重要であると考えます。併せて，気

仙沼市立階上中学校の生徒が取り組んでいるような中学生による語り部の体験，伝承という観点か

らの語り部ガイドの育成，町内二つの防災拠点・地域交流センターとの連携などについても可能な

範囲で検討いただきたいと考えます。 

 

５ 山元町教育委員会に関する点検評価報告書（評価表）について 

  山元町教育委員会及び各学校における点検評価については，その「達成度」をＡ：９０％以上，

Ｂ：７０％以上，Ｃ：４０％以上，Ｄ：４０％未満，Ｎ：評価不能と設定しています。 

  コロナ禍にあって，基本施策に基づく事業の推進が厳しい状況の中，教育委員会各課，各学校の

評価は達成度「Ａ」と「Ｂ」を合わせていずれも８０％を超えていることに敬意を表します。 

  「基本方向１～７」，及び「重点的事項①～⑪」については，「項目」，「取組のねらい・概要」，

「具体的な取組」が山元町の教育の方向性を端的に表しており，強く共感いたします。また山元町

教育委員会及び各学校における評価，それに基づく成果と課題の分析も的確であると考えます。 

したがって，ここでは特に基本方向１～３についてのみ，気付いたことを以下に記します。 

  

 基本方向１ 学ぶ力と自立する力の育成 

（１）「志教育」の推進 

   各小・中学校で，特に「家庭・地域との連携，交流活動や体験活動等の推進」において多様

な取り組みを行っている点が評価できます。児童生徒が地域の方と触れ合うことは，地域社会

への愛着を生み，やがて積極的な地域社会への参画意識の高まりにつながるものと考えます。 

また，別評価指標の「人の役に立つ人間になりたいと思う」については，小・中学生ともに

その割合が９０％を超えていることに頼もしさを感じます。今後は，評価指標「将来の夢や目

標を持っている」の割合について，特に中学生について高めていくための取り組みが必要であ

ると考えます。 

 

（２）基礎的な学力の定着と活用する力の伸長 重点的事項① 

全体的に，各小・中学校における継続的な地道な取り組み，コロナ禍にあっても柔軟に対応

しながら学力の保障と向上に向けて取り組んだ様子がうかがえます。このことは，別評価指標

「『授業が分かる』と答える児童生徒の割合（小５・中１）」が国語，算数（数学），中学校の英

語においていずれも９０％前後の高い割合であることからもうかがえます。 

教育委員会のサポートと校長先生方のリーダーシップ，教職員の皆様方に敬意を表します。 

 

 （４）時代の要請に応えた教育の推進 

    各小・中学校において，「高度情報化社会への対応」として情報活用能力と情報モラルに焦点

を当てた取り組みを行っていますが，タブレット端末の活用，ＩＣＴ教育の推進と関連して重
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要であると考えます。 

    「環境教育の推進」に関しては，各小・中学校が地域環境を生かし，地域課題を踏まえなが

ら独自の取り組みを行っていることが評価できます。 

      

（５）一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進 

    各小・中学校における特別支援教育コーディネーターを中心とした校内指導体制の確立，特

別支援連携協議会の開催，宮城県立山元支援学校との連携・協力など，特別支援教育推進に当

たっての体制整備がなされています。 

連携大学である宮城教育大学や尚絅学院大学の協力も必要に応じて得ながら，通常学級に在

籍する要配慮児童・生徒への指導・支援も含めて，一人一人の教育的ニーズに応える教育活動

の展開・推進を図っていただきたいと考えます。 

 

 基本方向２ 豊かな人間性や社会性，健やかな身体の育成 

（１）感性豊かでたくましい心を持つ子供の育成と支援 重点的事項② 

各小・中学校において道徳教育の充実・推進により規範意識の醸成を図るとともに，各教科

等の指導においてはコミュニケーション能力の育成に努めるなど，児童生徒の実態に即した取

り組みの様子がうかがえます。 

児童生徒が安心して学校生活に臨むことができるように，教職員の日常の観察に加え，アン

ケートを定期的に実施して児童生徒の人間関係の把握を適切に行い，必要な対応を取っている

ことがうかがえる。いじめなどの問題行動，不登校などについては，関係機関との連携，ＳＳ

ＷやＳＣの活用なども行いながら，該当児童生徒及び家庭に対して積極的に働きかけるという

各小・中学校の地道な取り組みがうかがえます。 

別評価指標「学校が楽しい」については，小学生が８７．３％，中学生が９２．３％と高い

割合ですが，「楽しい」と感じられない場合の該当児童生徒への支援・声掛けを丁寧に行い，学

校生活への不適応のリスクを軽減することに力を注いでいただきたいと考えます。 

 

（２）健康な身体づくりと体力・運動能力の向上 重点的事項④ 

コロナ禍の中で，体育の授業は勿論，体育的行事，部活動，業間や放課後の時間帯などにお

ける運動量の確保が難しく，制限される状況であったにもかかわらず，各小・中学校で工夫し

た取り組みがなされています。今後，児童生徒の体力・運動能力調査の結果分析などを基に，

コロナ禍の影響で改善が必要と判断される項目については具体の取り組みを期待します。 

 

（３）食に関心を持ち，元気な子どもの育成 

食育の重要性を踏まえ，各小・中学校において給食の時間や家庭科における指導の充実を図

るとともに，「給食だより」などによる家庭への啓発に努めています。 

別評価指標「朝食を毎日食べてくる」については，小学校９３．０％，中学校９７．７％と

高く，学校と家庭が食育の充実に向けて連携が取れていることを示す一つのデータとなってい

ると考えます。 

 

（４）心身の健康を保つ学校保健の充実 

   各小・中学校が評価対象となる４つの具体的な取り組みについて，すべて「Ａ」の評価とな

っています。校長の指導の下，各校の保健主事，養護教諭を中心とした学校保健体制が充実

し，児童生徒のために十分に機能していることがうかがえます。 
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   家庭との連携の下に，肥満率や虫歯保有率の改善に向けて具体の取り組みを期待します。 

 

 基本方向３ 信頼され魅力ある教育環境づくり 

（１）小・中学校再編による未来を拓く学校づくりの推進 重点的事項⑤ 

   坂元中学校と山下中学校の再編による「山元中学校」の誕生に向けた再編準備委員会の活動

が「未来を拓く学校づくり」への示唆を与えていると考えます。 

各小・中学校は評価対象となる３つの具体的な取り組みについて，教育総務課は２つの具体

的な取り組みについて，それぞれがすべて「Ａ」の評価としている点も特筆できます。 

 

 （２）「みのりプロジェクト」（学校教育充実事業）推進による学校教育の充実 重点的事項⑥ 

    具体的な取り組みの各項目の「成果と課題」が明確に示されていることから，教育委員会と各

学校が課題意識と認識を共有しながら取り組んだことがうかがえます。 

関係機関等との連携・協力については，特に連携協定を結んでいる宮城教育大学及び尚絅学院

大学，仙台大学の教育資源の活用をさらに進めていくことを検討いただければと考えます。 

 

 （３）豊かな学びを創造するコミュニティ・スクールの推進 （重点事項⑦との関連） 

  コミュニティ・スクールは，「地域とともにある学校」を実現する上で，さらにはこれからの

「まちづくり」においても大きな役割を果たすことから，学校運営協議会の設置など導入に向

けた動きが加速されることを期待します。 

 

 （５）子どもたちの学びに向き合う教職員を支援する働き方改革の推進 

    示されている１１の具体的な取り組みは，働き方改革を推進する上で効果的な取り組みである

と考えます。教育委員会の方針と取り組みは明確であり，家庭や地域の理解も得られている状況

であると考えられることから，コロナ禍という状況ではありますが今後は各学校レベルにおいて

校長の強いリーダ－シップの下に本格的に取り組んでいくことが求められると考えます。 

    そして，学校における働き方改革の主眼である「児童生徒と向き合う時間の確保」が実現され

るよう期待します。 

 

むすびに 

  本資料の作成を終えるにあたって，２０２１年広報「やまもと」５月号を手に取りました。 

山元中学校の開校を迎えた生徒さんたちの笑顔あふれる写真，そして新しい歴史を創っていくと 

いう決意が感じられる記事が掲載されていました。たくましさと頼もしさを感じました。 

 こうした次代を担う人材が育っていく環境づくり，事業展開を今後も円滑に推進されるよう，教

育委員会には学校をはじめ，諸関係機関・団体との連携の下に一層のご尽力をお願いいたします。 

 

 

尚絅学院大学（担当：教職課程部門  特任教授 佐藤 佳彦） 

（元 宮城県南三陸教育事務所 所長） 

（元 宮城県教育庁教職員課 副参事） 
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Ⅴ 参考法令 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 ～抜粋～ 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務

局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなくてはならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


